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評
書

王
運
煕
・
楊
明
著
『
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産
五
代
文
学
批
評
史
』

柳
　
川
　
順
　
子

　
『
階
唐
五
代
文
学
批
評
史
』
は
、
国
家
重
点
科
研
項
目
「
中
国
文
学
批
評
史
系
列
叢
書
」
の
第
三
巻
と
し
て
、
一
九
九
四
年
十
月
、

上
海
古
籍
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
立
代
を
中
心
に
、
相
前
後
す
る
晴
・
五
代
を
併
せ
た
三
百
六
十
絵
年
間
の
文
学
批
評
史
を
対
象

と
す
る
、
全
篇
七
八
八
頁
に
も
上
る
大
部
の
論
著
で
あ
る
。
著
者
で
あ
る
皇
運
煕
・
楊
明
両
氏
は
、
中
国
文
学
批
評
史
研
究
の
重
要
拠

点
、
上
海
の
雨
池
大
学
に
て
教
鞭
を
取
っ
て
お
ら
れ
る
方
で
、
斯
界
に
お
げ
る
代
表
的
学
者
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

こ
の
質
量
と
も
に
群
を
抜
く
大
著
に
対
し
て
、
た
い
し
た
学
問
的
蓄
積
も
無
い
評
者
が
果
し
て
ま
と
も
な
論
評
を
為
し
得
る
も
の
か
、

実
に
恐
れ
多
い
こ
と
で
は
あ
る
。
だ
が
、
若
輩
故
の
厚
顔
無
恥
さ
を
以
て
、
大
学
者
の
胸
を
借
り
る
つ
も
り
で
敢
え
て
こ
の
書
評
に
取

り
組
み
た
い
と
思
う
。

｝囎一

　
唐
代
は
、
中
世
の
終
焉
に
位
置
す
る
時
代
で
あ
る
。
こ
の
三
百
年
置
間
に
、
貴
族
層
を
基
幹
と
す
る
六
朝
以
来
の
社
会
構
造
は
崩
れ

去
り
、
こ
れ
に
代
わ
る
一
般
庶
民
層
の
台
頭
が
、
社
会
の
様
々
な
局
面
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
勿
論
、
文
学
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
閉
鎖
的
な
貴
族
社
会
を
舞
台
と
す
る
小
さ
な
文
学
集
団
か
ら
、
よ
り
幅
広
い
中
流
出
身
の
知

識
人
層
へ
と
次
第
に
そ
の
活
動
の
中
心
的
担
い
手
が
移
り
ゆ
き
、
こ
の
こ
と
が
、
文
学
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
変
質
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
か
か
る
過
渡
期
的
情
況
に
あ
っ
た
唐
代
文
学
は
、
従
っ
て
そ
の
変
容
の
実
相
を
単
純
な
一
本
の
線
で
進
化
論
的
に
辿
る
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こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
中
世
文
学
の
精
華
が
新
し
い
時
代
の
風
を
受
け
て
開
花
し
た
と
も
言
え
る
近
体

詩
の
確
立
と
、
六
朝
貴
族
社
会
の
育
ん
だ
文
体
「
四
六
駐
麗
文
」
へ
の
否
定
的
論
評
の
出
現
と
が
、
ほ
ぼ
時
を
伺
じ
く
し
て
共
存
し
て

い
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

　
新
旧
の
錯
綜
す
る
こ
の
時
代
の
文
学
批
評
に
つ
い
て
、
本
書
は
決
し
て
理
論
一
辺
倒
の
ド
グ
マ
に
陥
る
こ
と
な
く
、
広
範
囲
か
ら
収

集
し
た
豊
富
な
史
料
に
基
づ
い
て
、
あ
く
ま
で
も
実
証
的
に
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
中
で
も
特
に
目
を
引
く
の

は
、
従
来
こ
の
分
野
の
論
著
に
お
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
評
論
の
内
容
解
釈
に
主
力
が
注
が
れ
て
来
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ

が
、
本
書
は
、
そ
の
時
代
そ
の
論
者
の
実
作
を
も
意
欲
的
に
視
界
に
組
み
入
れ
、
批
評
と
創
作
と
い
う
相
表
裏
す
る
二
つ
の
側
面
の
両

方
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
、
そ
の
文
学
思
想
の
全
体
縁
を
で
き
る
だ
け
客
観
的
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
文

学
に
つ
い
て
の
評
論
で
は
あ
っ
て
も
、
批
評
ば
か
り
で
は
な
し
に
、
創
作
理
論
の
方
に
も
相
当
の
重
き
を
置
い
て
い
る
こ
と
は
、
上
述

の
如
き
論
究
態
度
と
同
源
に
発
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
、
そ
も
そ
も
批
評
と
い
う
も
の
は
、
ま
ず
あ
る
既
存
の
現
実
が
あ
っ
て
、

そ
れ
に
対
し
て
投
げ
か
け
ら
れ
た
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
な
わ
け
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
文
字
通
り
「
批
評
」
の
み
を
取
り
上
げ
る
文
学

批
評
史
で
あ
っ
て
は
、
そ
れ
自
体
宿
命
と
し
て
、
文
学
史
の
実
相
の
半
面
し
か
描
き
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
書

は
優
れ
て
自
覚
的
で
あ
る
。
実
作
や
創
作
論
を
こ
れ
ま
で
に
な
く
重
要
視
す
る
本
書
は
、
　
「
批
評
史
」
と
銘
打
ち
な
が
ら
「
批
評
史
」

を
越
え
よ
う
と
し
た
、
実
に
画
期
的
な
論
著
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
他
、
全
篇
を
通
じ
て
そ
の
底
流
に
認
め
ら
れ
る
基
本
姿
勢
と
し
て
、
文
学
論
そ
の
も
の
を
テ
ー
マ
と
す
る
文
献
資
料
ば
か
り
で

は
な
く
、
実
作
の
中
で
さ
り
げ
な
く
示
さ
れ
る
文
学
思
想
に
も
十
分
に
目
を
配
り
、
ま
た
、
歴
史
岩
脇
に
記
さ
れ
た
些
細
な
記
事
の
中

か
ら
も
、
文
学
批
評
史
研
究
に
資
す
る
文
献
を
丹
念
に
拾
い
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
可
能
な
限
り
幅
広
い
分
野
か

ら
史
料
を
収
集
し
よ
う
と
す
る
こ
の
基
本
姿
勢
は
、
何
の
思
想
に
も
貫
か
れ
て
い
な
い
単
な
る
博
引
労
演
と
は
明
ら
か
に
一
線
を
画
す

る
。
む
し
ろ
、
　
一
つ
の
理
論
方
向
へ
単
純
化
す
る
傾
向
の
強
か
っ
た
従
来
の
類
書
に
対
す
る
一
種
の
批
判
と
し
て
、
こ
の
史
料
第
一
主

義
と
も
呼
び
得
る
論
究
態
度
が
取
ら
れ
た
よ
う
に
す
ら
感
ぜ
ら
れ
る
。
史
料
が
示
す
現
実
の
多
様
性
を
積
極
的
に
受
け
止
め
、
多
元
的

に
そ
の
実
相
を
説
き
明
か
そ
う
と
す
る
著
者
の
姿
勢
は
、
例
え
ば
晩
唐
の
作
家
に
お
け
る
文
学
評
論
の
多
面
性
に
言
及
し
て
、
　
「
こ
れ

ら
の
批
評
家
の
意
見
を
考
察
・
論
述
す
る
時
に
は
、
あ
る
一
つ
の
側
面
ば
か
り
を
強
調
し
て
そ
の
他
の
側
面
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
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と
の
な
い
よ
う
心
す
べ
き
だ
」
と
、
敢
え
て
そ
の
原
則
的
姿
勢
を
明
言
し
て
い
る
（
五
八
○
頁
）
と
こ
ろ
に
も
、
そ
の
一
端
を
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
そ
の
考
察
の
対
象
と
し
て
実
作
や
創
作
理
論
を
も
十
分
に
重
視
し
、
ま
た
論
述
に
当
た
っ
て
は
、
多
方
面
か

ら
収
集
し
た
豊
富
な
史
料
を
縦
横
に
活
用
す
る
。
か
か
る
実
証
的
方
法
論
が
本
書
の
眼
目
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
著
者
自
ら
が
「
説
明
」

の
中
で
も
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
実
に
こ
の
真
摯
な
る
論
究
姿
勢
こ
そ
は
、
そ
の
全
体
構
成
か
ら
個
々
の
論
述
に
お
け
る
細
部
の

表
現
に
至
る
ま
で
、
全
篇
を
通
じ
て
脈
々
と
流
れ
る
本
書
の
基
調
音
な
の
で
あ
る
。

二

　
こ
こ
で
、
全
篇
の
概
略
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
本
書
は
、
　
「
晴
と
初
唐
の
文
学
批
評
」
　
「
霊
代
中
期
の
文
学
批
評
」
　
「
晩
唐
五
代
の

文
学
批
評
」
の
三
編
に
分
か
れ
る
。
そ
し
て
各
々
の
編
は
、
全
体
の
情
況
を
要
約
し
て
論
ず
る
「
緒
論
」
と
、
個
々
の
批
評
家
や
著
作

等
を
詳
細
に
検
討
す
る
各
論
と
か
ら
成
る
。

　
第
一
編
「
晴
と
初
唐
の
文
学
批
評
」
で
は
、
　
「
晴
代
の
文
学
批
評
」
と
「
初
等
の
文
学
批
評
」
の
二
章
が
各
論
と
し
て
設
け
ら
れ
て

い
る
。
階
代
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
代
の
文
学
批
評
の
気
風
（
第
一
節
）
、
及
び
『
中
藍
』
・
の
著
者
王
通
の
文
学
思
想
く
第
二
節
）
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
初
唐
に
つ
い
て
は
、
太
宗
李
世
民
と
得
代
初
頭
の
歴
史
家
・
政
治
家
の
文
学
批
評
（
第
一
節
）
、
上
官
儀
・
元
就
・

崔
融
と
い
っ
た
近
体
詩
確
立
へ
の
途
上
に
位
置
す
る
文
人
た
ち
の
創
作
理
論
（
第
二
節
）
、
そ
し
て
、
　
「
初
唐
の
四
傑
」
と
称
さ
れ
る

盧
照
郡
・
平
繍
王
・
王
勃
・
楊
姻
（
第
三
品
目
、
及
び
唐
代
な
ら
で
は
の
作
風
を
開
い
た
陳
子
昂
・
盧
蔵
用
・
張
説
（
第
四
節
）
の
文

学
思
想
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
別
の
視
点
か
ら
、
　
『
史
通
』
の
著
者
、
劉
知
幾
の
文
体
論
（
第
五
節
）
や
、
　
『
文

選
注
』
の
注
釈
態
度
に
垣
間
見
え
る
李
善
の
文
学
観
（
第
六
節
）
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
二
編
の
「
唐
代
中
期
の
文
学
批
評
」
で
は
、
　
「
盛
手
の
詩
歌
批
評
」
と
し
て
、
王
昌
齢
・
李
白
・
股
瑠
・
杜
甫
の
詩
論
（
第
一
～

第
四
節
）
が
、
　
「
中
唐
の
詩
歌
批
評
」
と
し
て
、
元
結
・
高
仲
武
・
咬
然
・
白
居
易
・
元
亨
・
劉
禺
錫
の
詩
論
（
第
一
～
第
六
節
）
が

紹
介
さ
れ
、
他
方
、
無
韻
文
に
つ
い
て
は
「
中
唐
の
古
文
家
及
び
そ
の
先
駆
的
文
学
批
評
」
と
題
す
る
章
が
設
け
ら
れ
、
天
宝
か
ら
大
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暦
に
至
る
時
期
（
第
一
節
）
、
及
び
貞
元
・
元
和
期
（
第
二
節
）
の
作
家
た
ち
に
見
ら
れ
る
、
古
文
復
興
へ
の
先
駆
的
評
論
を
丁
寧
に

拾
い
上
げ
た
上
で
、
唐
代
の
二
大
古
文
家
で
あ
る
韓
愈
（
第
三
節
）
と
柳
宗
元
（
第
四
節
）
、
及
び
本
県
之
・
李
翰
・
皇
垂
下
と
い
っ

た
韓
愈
の
後
継
者
た
ち
（
第
五
節
）
の
文
学
論
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
。

　
第
三
編
「
晩
唐
五
代
の
文
学
批
評
」
は
、
　
「
晩
唐
五
代
の
詩
文
批
評
」
と
「
詩
句
図
・
『
本
事
詩
』
と
詩
格
」
と
い
う
二
つ
の
各
論

か
ら
成
る
。
ま
ず
、
前
者
に
お
い
て
そ
の
文
学
思
想
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
李
徳
裕
・
陸
去
声
・
孫
樵
・
牛
希
済
と
い
っ
た
、
従

来
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
だ
こ
の
時
期
の
批
評
家
た
ち
（
第
一
節
）
、
晩
唐
の
二
大
詩
人
と
称
さ
れ
る
杜
牧
と
李
商
隠
、

及
び
同
じ
頃
成
立
し
た
『
唐
詩
裏
写
』
の
編
者
で
あ
る
顧
陶
（
第
二
節
）
、
皮
日
誌
・
陸
亀
蒙
・
呉
融
・
黄
酒
・
申
立
等
、
晩
唐
末
期

か
ら
五
代
に
か
け
て
の
作
家
た
ち
（
第
三
節
）
、
『
二
十
四
詩
品
』
で
有
名
な
司
空
図
（
第
四
節
）
、
そ
れ
か
ら
、
第
三
節
の
作
家
群
と

は
傾
向
の
異
な
る
、
唯
美
的
色
彩
の
濃
い
二
三
・
章
荘
・
章
穀
・
欧
陽
燗
と
い
っ
た
文
人
た
ち
（
第
五
節
）
、
そ
し
て
『
旧
淫
書
』
の

編
者
、
劉
胸
（
第
六
節
）
で
あ
る
。
他
方
、
こ
れ
ら
の
詩
文
評
論
と
は
別
個
に
、
こ
の
時
期
大
量
に
出
現
し
た
、
言
わ
ば
啓
蒙
書
的
性

格
の
強
い
文
学
批
評
専
門
書
に
も
光
を
当
て
た
の
が
最
終
章
で
あ
っ
て
、
張
為
の
『
詩
人
主
客
図
』
　
〈
第
一
節
）
、
鴫
野
の
『
本
尊
詩
』

（
第
二
節
）
、
晩
唐
五
代
の
詩
格
の
数
々
（
第
三
節
）
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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三

　
以
上
が
本
書
の
概
略
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
羅
列
す
る
と
、
作
家
毎
に
そ
の
文
学
思
想
を
紹
介
す
る
、
何
の
変
哲
も
な
い
概
説
書
の

よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
本
書
の
前
身
で
あ
る
王
急
呈
・
顧
濫
淫
両
氏
主
編
の
三
冊
本

『
中
国
文
学
批
評
史
、
上
下
』
と
の
比
較
を
中
心
に
、
先
に
も
述
べ
た
そ
の
論
述
姿
勢
の
独
自
性
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
本
書
が

三
冊
本
上
半
と
類
似
す
る
体
裁
を
持
ち
な
が
ら
も
、
内
容
的
に
は
相
当
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
は
、
著
者
自
ら
が
「
説
明
」
の
中

で
誇
ら
か
に
宣
言
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　
ま
ず
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
。
三
冊
本
と
本
書
と
の
明
ら
か
な
相
違
点
は
、
詩
歌
批
評
の
分
野
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
盛
唐
し

「
中
唐
」
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
前
者
で
は
「
盛
唐
」
を
特
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
な
く
、
概
ね
は
「
唐



代
前
期
の
文
学
批
評
」
の
章
に
繰
り
込
ん
で
、
そ
の
脱
六
朝
的
文
学
論
の
概
略
を
辿
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
本
書
は
、

「
唐
代
中
期
の
文
学
批
評
」
の
中
に
「
盛
唐
の
詩
歌
批
評
」
と
「
中
唐
の
詩
歌
批
評
」
と
を
設
け
、
両
者
の
質
的
差
異
を
戴
然
と
区
別

す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
構
成
上
の
改
変
に
伴
い
、
三
冊
本
と
は
異
な
っ
た
位
置
付
け
が
為
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
も
あ
る
。
例

え
ば
杜
甫
は
、
前
著
に
お
い
て
は
元
結
と
い
う
作
家
と
と
も
に
「
網
代
中
期
の
詩
論
」
の
冒
頭
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
杜
・

元
両
者
の
間
に
交
友
関
係
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
文
学
思
想
に
も
共
通
す
る
部
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
確
か
に
一
理
あ
る
と
言
え

る
。
と
こ
ろ
が
、
本
書
で
は
両
者
を
独
立
さ
せ
、
杜
甫
は
「
盛
唐
の
詩
歌
批
評
」
の
最
終
節
に
、
元
結
は
「
中
唐
の
詩
歌
批
評
」
の
冒

頭
に
各
々
振
り
分
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
組
み
替
え
は
、
・
恐
ら
く
次
の
よ
う
な
判
断
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
杜
甫
と

い
う
詩
人
は
、
南
朝
以
来
の
新
し
い
詩
の
様
式
と
、
風
骨
を
重
ん
ず
る
領
承
的
詩
風
と
を
融
合
さ
せ
た
酒
代
詩
歌
芸
術
の
集
大
成
者
で

あ
り
（
二
七
二
頁
）
、
一
方
元
結
は
、
誠
諫
を
旨
と
す
る
そ
の
詩
論
の
内
容
（
三
〇
三
頁
）
か
ら
言
っ
て
、
中
唐
の
詩
人
群
に
組
み
入

れ
る
方
が
適
切
で
あ
る
、
と
の
判
断
で
あ
る
。
近
体
詩
の
芸
術
的
完
成
が
杜
甫
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
と
す
る
の
は
既
に
定
説
と
言
っ
て

よ
い
が
、
本
書
が
、
近
体
詩
の
確
立
を
見
た
盛
唐
門
の
た
め
に
独
立
し
た
一
章
を
設
け
、
王
昌
齢
に
始
ま
る
本
章
の
結
び
に
杜
甫
を
配

置
す
る
こ
と
は
、
こ
の
共
通
認
識
に
沿
っ
た
極
あ
て
妥
当
な
編
集
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
盛
唐
と
中
唐
と
を
区
分
す
る
文
学
史
観
は
既
に
広
く
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
著
者
自
ら
は
「
盛
唐
は
文
学

理
論
・
批
評
の
分
野
に
お
い
て
は
作
家
も
資
料
も
さ
ほ
ど
多
く
な
く
、
し
か
も
あ
る
作
家
は
中
唐
と
の
関
連
性
が
強
い
た
め
、
一
緒
に

論
ず
る
方
が
都
合
が
よ
い
」
　
（
一
七
一
頁
）
と
述
べ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
両
者
を
一
括
し
て
「
唐
代
中
期
」
と
す
る
必
然
性
が
本
当

に
あ
る
の
か
ど
う
か
、
な
お
も
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
さ
て
、
本
書
を
従
来
の
類
書
か
ら
区
別
す
る
最
大
の
特
色
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
取
り
上
げ
ら
れ
た
史
料
の
豊
富
さ
で
あ
る
。
本
書
に

至
っ
て
初
め
て
本
格
的
に
論
じ
ら
れ
た
作
家
や
著
作
は
か
な
り
多
い
。

　
例
え
ば
、
初
唐
の
上
官
儀
・
元
就
・
崔
融
、
及
び
盛
唐
の
王
昌
齢
の
創
作
理
論
は
、
先
の
三
冊
本
上
面
等
に
お
い
て
は
軽
く
触
れ
る

程
度
の
扱
い
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
本
書
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
た
一
節
が
設
け
ら
れ
、
実
に
丁
寧
に
そ
の
詳
細
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
時
期
の
文
学
批
評
は
、
内
容
的
に
は
、
南
朝
流
の
艶
麗
な
作
風
を
退
け
、
漢
魏
の
風
骨
を
慕
う
論
調
が
主
流
で
あ
る
の

だ
が
、
実
は
時
を
同
じ
く
し
て
、
創
作
論
の
方
面
に
お
い
て
は
、
声
律
の
バ
ラ
ン
ス
や
対
句
に
美
的
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
す
、
南
朝
以
来
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の
詩
歌
様
式
が
徐
々
に
完
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
文
字
通
り
の
「
文
学
批
評
」
の
み
を
追
い
か
け
て
い
た
の
で
は
、
近
体
詩

確
立
に
向
か
う
こ
の
時
期
の
文
学
史
的
推
移
の
実
態
は
見
え
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
本
書
が
こ
の
時
期

の
創
作
論
に
大
き
な
比
重
を
か
け
る
の
は
、
実
に
卓
越
し
た
見
識
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
着
想
を
史
料
的
側
面

か
ら
支
え
る
の
が
、
日
本
の
僧
、
空
海
の
編
著
に
成
る
創
作
理
論
集
成
『
文
鏡
秘
府
論
』
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
書
物
の
史
料
的
価

値
を
非
常
に
高
く
評
価
し
て
お
り
、
初
篇
の
創
作
理
論
以
外
の
分
野
で
も
、
こ
の
書
に
よ
っ
て
新
た
な
見
地
を
獲
得
し
て
い
る
部
分
は

少
な
く
な
い
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
　
『
文
鏡
秘
府
論
』
に
引
く
階
代
成
立
と
見
ら
れ
る
文
学
創
作
論
、
例
え
ば
劉
善
経
の
『
四
声
指
帰
』

や
杜
正
倫
の
『
文
筆
要
訣
』
と
い
っ
た
著
作
が
、
多
く
習
律
や
対
偶
、
句
勢
等
を
説
く
、
い
わ
ば
駐
文
作
成
の
た
め
の
参
考
書
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
そ
こ
に
、
晴
朝
文
壇
が
依
然
と
し
て
駐
文
全
盛
の
情
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
（
十
九
頁
）
。
文
学

批
評
史
研
究
の
分
野
に
お
い
て
、
　
『
文
鏡
秘
府
論
』
を
こ
こ
ま
で
大
き
く
取
り
上
げ
た
論
著
は
、
中
国
に
お
い
て
は
未
だ
か
つ
て
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

　
史
料
収
集
の
触
手
を
創
作
劇
の
方
面
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
晩
唐
五
代
の
詩
格
類
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
る
。
従
来
こ
の

種
の
手
引
書
的
創
作
理
論
書
は
、
文
学
論
と
し
て
は
低
級
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
、
ま
と
も
に
扱
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
と

言
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
本
書
で
は
、
当
時
の
文
学
的
情
況
の
一
端
を
窺
い
知
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
ま
た
後
世
の
詩
話
類
の
源
流

の
一
つ
と
し
て
相
当
に
こ
れ
を
重
要
視
す
る
。
完
成
度
の
高
い
評
論
ば
か
り
を
選
り
す
ぐ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
考
察
の
対
象
を
広

く
裾
野
に
ま
で
押
し
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
文
学
界
の
最
大
公
約
数
的
情
況
を
探
り
出
そ
う
と
す
る
研
究
手
法
に
は
大
い
に

啓
発
さ
れ
る
。

　
一
方
、
文
学
批
評
史
研
究
の
資
料
と
し
て
、
　
『
文
選
』
李
善
注
を
取
り
上
げ
る
着
想
に
も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
確
か
に
李
善

の
注
釈
の
中
に
は
、
修
辞
法
の
指
摘
や
、
後
の
詩
話
類
の
萌
芽
と
も
思
え
る
評
論
的
コ
メ
ン
ト
等
が
散
見
す
る
。
誠
に
、
読
む
と
い
う

行
為
そ
れ
自
体
が
既
に
評
論
な
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
る
。
ま
た
、
五
臣
注
を
も
援
用
し
な
が
ら
、
作
品
解
釈
に
お
い
て
、
典
故
の
指
摘

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
寄
せ
る
と
こ
ろ
を
懇
切
丁
寧
に
解
説
し
よ
う
と
す
る
文
選
学
の
注
釈
態
度
に
、
　
『
詩
経
』
　
『
帰
塁
』
に
対
す
る
の

と
同
様
な
伝
統
的
「
興
」
の
発
想
を
見
よ
う
と
す
る
着
眼
点
に
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。
た
だ
、
李
善
注
・
藩
臣
注
を
一
括
し
て
論
ず

る
こ
と
に
対
し
て
は
疑
問
を
覚
え
る
。
と
い
う
の
は
、
上
述
の
如
き
「
興
」
的
発
想
は
、
五
臣
注
の
方
に
圧
倒
的
に
強
く
認
め
ら
れ
る

「捌㎜



の
で
あ
っ
て
、
両
者
の
注
釈
態
度
の
差
異
に
は
、
こ
の
二
つ
の
注
釈
書
を
生
み
出
し
た
初
唐
と
盛
唐
と
の
間
に
お
け
る
文
学
的
風
土
の

変
遷
、
　
『
文
選
』
受
容
者
層
の
拡
大
等
、
極
め
て
興
味
深
い
問
題
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
従
来
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
創
作
論
の
分
野
を
積
極
的

に
取
り
上
げ
、
更
に
は
、
こ
れ
ま
で
文
学
批
評
史
研
究
の
資
料
と
し
て
は
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
文
献
さ
え
も
意
欲
的
に
論
述
の
対
象

に
組
み
入
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
史
料
そ
の
も
の
に
語
ら
せ
よ
う
と
す
る
実
証
的
論
究
姿
勢
の
み
な
ら
ず
、
文
学
批
評
史
を
よ
り
多

角
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
柔
軟
な
発
想
が
窺
え
る
よ
う
に
思
う
。

　
さ
て
、
先
の
梗
概
紹
介
の
レ
ベ
ル
で
は
指
摘
し
得
な
か
っ
た
も
の
の
、
各
節
の
下
に
立
て
ら
れ
た
細
目
や
各
論
の
細
部
の
論
述
の
中

に
も
、
本
書
独
自
の
姿
勢
を
よ
く
表
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
唐
太
宗
を
中
心
と
す
る
唐
初
統
治
集
団
の
文

学
思
想
に
対
し
て
、
従
来
に
な
く
丁
寧
な
分
析
・
考
察
が
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
に
成
立
し
た
勅
撰
の

正
史
に
て
展
開
さ
れ
る
文
学
批
評
を
始
め
と
し
て
、
唐
朝
草
創
期
の
統
治
階
級
に
は
、
六
朝
以
来
の
軟
派
文
学
を
鋭
く
批
判
す
る
論
調

の
強
い
こ
と
を
従
来
通
り
示
す
一
方
、
彼
ら
自
身
の
実
作
が
、
実
は
南
朝
流
の
艶
麗
な
文
学
趣
味
を
濃
厚
に
引
き
ず
っ
て
い
る
こ
と
を

見
逃
さ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
の
傍
証
と
し
て
、
太
宗
側
近
の
文
人
、
劉
孝
孫
の
「
続
古
今
詩
苑
英
華
序
」
　
〈
『
全
唐
文
』
巻
一

五
四
所
収
）
と
い
う
史
料
を
一
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
文
学
的
価
値
観
が
必
ず
し
も
反
南
朝
的
で
な
い

こ
と
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
史
料
と
か
の
史
官
た
ち
の
評
論
と
を
併
せ
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
代
の
宮
廷
文

壇
の
雰
囲
気
を
立
体
的
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
説
く
（
六
十
三
頁
）
。
実
作
を
重
ん
ず
る
論
究
態
度
は
、
こ
の
他
に
も
本
書
の
至

る
と
こ
ろ
で
発
揮
さ
れ
、
例
え
ば
『
詩
式
』
の
著
者
と
し
て
有
名
な
咬
然
の
文
学
思
想
を
論
ず
る
際
に
も
、
そ
の
理
論
の
分
析
に
先
だ
っ

て
、
ま
ず
始
あ
に
彼
自
身
の
創
作
活
動
や
そ
の
作
風
を
検
証
す
る
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
文
学
に
言
及
す
る
あ
ら
ゆ
る
評
論
文
を
同
一
平
面
上
に
並
べ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
各
々
が
本
来
所
属
し
て
い
た
分
野
に
戻

し
、
そ
の
批
評
家
の
意
図
し
た
と
こ
ろ
に
即
し
て
そ
の
意
義
を
問
い
直
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
。
例
え
ば
、
劉
知
幾
の
『
史

通
』
に
見
え
る
反
石
文
的
文
体
論
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
短
絡
的
に
中
唐
の
古
文
復
興
に
直
結
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
彼
の
主
張
が
あ
く

ま
で
も
歴
史
書
の
分
野
に
お
け
る
文
体
改
革
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
本
節
の
冒
頭
に
お
い
て
ま
ず
強
調
す
る
。
そ
し
て
そ
の
際
、

周
到
に
も
『
雨
量
』
の
文
体
そ
の
も
の
が
駐
文
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、
例
え
ば
初
唐
以
来
の
一
連
の
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駐
文
批
判
は
、
官
吏
登
用
制
度
と
の
関
連
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
（
一
九
六
頁
）
と
す
る
の
も
極
め
て
妥
当
な
指
摘

で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
古
川
末
喜
氏
が
「
選
挙
論
か
ら
み
た
階
唐
国
家
形
成
期
の
文
学
思
想
」
　
（
『
九
州

中
国
学
会
報
』
第
二
十
二
巻
、
一
九
七
九
年
五
月
）
に
お
い
て
夙
に
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
た
だ
、
文
学
と
い
う
概
念
を
ど

の
よ
う
な
範
疇
に
お
い
て
捉
え
る
か
、
非
常
に
難
し
い
聞
題
で
は
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
中
国
に
お
い
て
は
古
来
、
歴
史
学
・
政
治
・

文
学
の
三
者
は
し
ば
し
ば
同
一
人
物
の
上
に
お
い
て
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
文
章
も
、
少
な
く
と
も
唐
代
半
ば
ま
で
は

地
続
き
の
文
体
を
有
し
て
お
り
、
従
っ
て
、
歴
史
学
や
政
治
的
分
野
に
お
い
て
い
ち
早
く
起
こ
っ
た
文
体
改
革
の
動
き
は
、
た
と
え
そ

れ
が
直
接
的
に
文
学
の
改
革
を
目
指
す
も
の
で
な
か
っ
た
に
し
ろ
、
必
ず
や
文
芸
創
作
の
場
に
も
い
ず
れ
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
に
は
お
か

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
半
面
、
純
然
た
る
文
学
以
外
の
分
野
に
も
目
を
向
け
て
、
文
体
の
歴
史
的
推
移
を
総
合
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
も
窺
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
古
文
復
興
の
気
運
が
勃
興
し
た
中
唐
期
以
降
に
お
い
て
も
、
朝
廷
内
で
用
い
ら
れ
る
文
章
は
依
然
と
し
て
隠
文
だ
っ
た
の
で

あ
り
、
文
人
で
あ
る
と
同
時
に
官
僚
で
も
あ
っ
た
古
文
著
た
ち
は
、
必
ず
し
も
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
雷
文
を
否
定
す
る
わ
け
で
は

な
か
っ
た
と
の
指
摘
（
六
二
二
頁
）
は
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

　
さ
て
、
今
一
つ
特
筆
し
て
お
き
た
い
の
は
、
文
学
の
政
治
的
効
用
を
説
く
評
論
に
重
き
を
置
く
傾
向
の
強
か
っ
た
従
来
の
論
調
に
対

し
て
、
か
な
り
意
識
的
に
こ
れ
を
修
正
し
ょ
う
と
す
る
姿
勢
が
認
あ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
韓
愈
や
柳
宗
元
と
い
っ
た
古
文

家
の
文
学
思
想
を
論
ず
る
際
、
彼
ら
が
文
学
の
も
た
ら
す
精
神
的
愉
悦
作
用
を
肯
定
的
に
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
こ
れ
ま
で
に
な
く
強

調
す
る
。
ま
た
、
白
居
易
の
文
学
に
つ
い
て
も
、
そ
の
誠
喩
詩
ば
か
り
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
の
で
は
な
く
、
誠
喩
と
表
裏
を
為
す

閑
適
や
、
私
生
活
に
お
い
て
詠
ぜ
ら
れ
た
感
傷
、
そ
し
て
晩
年
に
特
に
多
く
作
ら
れ
た
雑
律
詩
に
も
十
分
目
配
り
し
、
努
め
て
そ
の
文

学
思
想
の
全
体
像
を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
依
然
と
し
て
誠
喩
詩
を
よ
り
高
く
評
価
す
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
感
情
を
詠
じ
た
雑
律
等
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
三
冊
本
の
よ
う
に
「
白
居
易
詩
論
的
消
極
成
分
」
と
は
決
め
つ
け
な
い
ま
で

も
、
や
は
り
、
参
考
資
料
と
し
て
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
程
度
の
扱
い
で
あ
る
。
だ
が
、
白
居
易
に
お
け
る
非
誠
喩
詩
、

特
に
晩
年
の
雑
律
詩
は
、
中
唐
の
文
人
官
僚
社
会
に
お
け
る
詩
作
活
動
の
実
態
を
伝
え
る
第
一
次
史
料
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
日
常
生

活
か
ら
題
材
を
得
た
詩
群
は
、
避
暑
間
に
お
け
る
詩
風
の
変
質
の
過
程
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
白
居
易
の
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雑
律
詩
は
も
っ
と
重
要
視
さ
れ
て
よ
い
と
評
者
は
考
え
る
。
そ
れ
か
ら
、
閑
適
．
・
感
傷
・
雑
律
の
三
者
を
混
同
し
て
い
る
の
は
不
適
切

で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
静
永
健
氏
の
「
荒
居
易
に
お
け
る
詩
集
四
分
類
に
つ
い
て
の
一
考
察
－
特
に
閑
適
詩
・
黒
髪
詩
の

分
岐
点
を
め
ぐ
っ
て
」
　
（
『
中
国
文
学
論
集
』
第
二
十
号
、
一
九
九
一
年
十
二
月
）
と
い
う
鋭
い
論
考
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
た
だ
今
述
べ
て
き
た
こ
と
と
深
く
関
連
す
る
問
題
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
本
書
の
全
篇
を
通
じ
て
、
　
「
審
美
」
な

る
言
葉
が
あ
ま
り
に
も
安
易
に
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。
政
治
的
教
条
主
義
に
陥
る
ま
い
と
す
る
あ
ま
り
、
こ
の
文

学
の
審
美
的
愉
悦
作
用
な
る
概
念
に
絶
対
的
権
限
を
与
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
却
っ
て
ま
た
別
の
ド
グ
マ
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
り
は
し

な
い
だ
ろ
う
か
。
文
学
を
、
こ
の
側
面
に
お
い
て
特
に
意
識
的
に
肯
定
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
史
料
の
読
解
に
牽
強
付
会
さ
を
生
ぜ

し
め
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
例
え
ば
、
太
宗
を
中
心
と
す
る
唐
初
統
治
階
級
の
文
学
思
想
を
論
ず
る
一
節
に
引
用
さ
れ
た
、
　
『
封
氏
聞

見
記
』
巻
三
「
貢
挙
」
か
ら
の
次
の
よ
う
な
文
献
（
四
十
三
頁
）
に
対
す
る
読
み
で
あ
る
。

　
　
　
王
師
旦
為
（
頭
部
）
員
外
郎
、
書
辞
進
士
張
昌
齢
・
王
瑛
並
文
業
俊
楚
、
声
振
京
華
。
師
旦
考
試
文
策
為
下
等
。
論
客
不
知
所

　
　
以
。
及
奏
等
、
太
宗
怪
無
糖
齢
階
名
、
問
師
旦
。
師
講
習
、
　
「
此
輩
三
白
詞
華
、
然
其
体
軽
薄
、
文
章
浮
艶
、
必
不
成
令
書
。
臣

　
　
慨
之
、
恐
後
生
倣
敷
、
有
変
陛
下
風
俗
。
」
上
深
然
之
。

　
こ
こ
で
王
師
旦
が
張
昌
齢
ら
を
評
し
た
語
「
其
体
軽
薄
」
に
つ
い
て
、
著
者
は
「
そ
の
文
辞
を
指
す
の
で
は
な
く
、
傲
慢
不
遜
と
い
っ

た
類
の
人
格
上
の
欠
点
を
指
す
の
だ
ろ
う
」
と
解
釈
し
、
当
時
の
統
治
者
た
ち
は
あ
く
ま
で
も
張
昌
齢
の
文
章
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は

評
価
し
て
い
た
の
だ
と
主
張
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
は
や
は
り
そ
の
文
脈
か
ら
見
て
も
、
文
章
自
体
に
つ
い
て
の
批
評
だ
と
見

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
山
雲
に
は
確
か
に
華
や
か
な
修
辞
的
才
能
は
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
文
学
の
本
質
的
風
格
は
軽

薄
で
、
表
に
現
れ
出
た
文
辞
は
浮
わ
っ
い
た
艶
や
か
さ
を
放
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
上
面
ば
か
り
の
文
章

を
為
す
者
は
、
朝
廷
に
と
っ
て
立
派
な
人
材
と
は
な
り
得
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
体
」
の
用
例

と
し
て
は
、
　
『
詩
品
』
上
品
「
張
協
」
の
項
に
い
う
「
文
体
華
浄
、
少
病
累
」
、
同
中
品
「
張
華
」
に
い
う
「
其
体
吊
出
、
興
託
生
奇
」

等
が
挙
げ
ら
れ
る
外
、
　
『
文
心
国
管
』
の
体
性
篇
や
『
文
鏡
秘
府
論
』
南
巻
の
黒
体
篇
に
い
う
「
体
」
も
こ
の
意
味
で
あ
る
。

㎜”｝

王
運
煕
・
楊
明
著
『
晴
唐
五
代
文
学
枇
評
史
』
（
柳
川
）
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以
上
、
本
書
を
通
読
す
る
中
で
考
え
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
評
者
に
と
っ
て
は
実
に
示
唆
に
富
む
論
著
で
あ
っ
た
。
著
者
は
、
決

し
て
一
方
的
に
自
説
を
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、
豊
富
な
研
究
資
料
を
提
示
し
、
共
に
考
え
て
み
よ
う
と
誘
い
か
け

て
く
る
か
の
よ
う
に
す
ら
道
場
ら
れ
る
。
こ
の
客
観
的
実
証
性
を
重
ん
ず
る
論
究
態
度
、
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
よ
う
な

文
学
批
評
史
研
究
上
の
新
見
地
に
お
い
て
、
本
書
は
紛
れ
も
な
く
こ
の
分
野
に
お
け
る
画
期
的
論
著
で
あ
る
と
確
信
す
る
。
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